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　「依存症が元気になる時 」       

特定非営利活動法人 栃木DARC 
代表理事　栗坪千明 

栃木DARC News Letter

　梅雨に入り、ハッキリとしない天気が続
いております今日この頃、みなさまにおか
れましてはいかがお過ごしでしょうか。 
ダルクは施設としてはこの時期大きな動き
はありませんが、年間を通して見ると相談
の多い時期です。家族相談がほとんどなの
で、家族が困る出来事が起こるということ
だと思います。 
コロナが落ち着いてきた3月ごろからは相
談件数もコロナ前と同じくらいの数に戻り
つつあります。数を拾えばむしろ増えてい
るかもしれません。コロナの間、依存症が
進行してしまったのか重い相談が多く、ど
のような対応が適切なのか苦慮する場面も
多いです。震災直後の時もそうでしたが、
人間力が弱っている時を依存症という病魔
は見逃しませんね。アルコールの問題が特
に増えているように思いますが、クスリの
種類や質も変化しているようです。覚せい
剤は話を聞いていると以前のような効き目
があるものは少ないようですし、市販薬や
処方薬も併用した多剤の相談もあります。
またプロセスではギャンブルやネット依存
の相談もあります。やはりステイホームの
影響なのでしょうか。今の状況で強く思う
のは、さ早期発見の重要性ですね。県も計
画を策定しています。重症化する前に対応
できるような整備が必要ですね。 
日本ではまだまだマスク着用は続いていま
すが、海外渡航も緩くなったこともあり、

先月ダルクの責任者8名でインドネシアの
NAコンベンションに参加してきました。
インドネシア自体もほぼマスク着用はして
いませんでしたし、コンベンションには
オーストラリア人が多く参加していたので
すが、マスクを着用している人はいません
でした。ロシアンミーティングの会場もあ
り、NAに戦争は関係ないのだなと安心し
ました。Addictの一体性には国際問題は関
係ありません。 
私事ではありますが、現在入院中です。と
はいえ4日間の入院なのですが、大腸の内
視鏡検査に来たところ、胃から出血してい
ることがわかり、処置と経過観察のための
入院です。明日退院となります。2日間の
断食がキツイですね。出血が分かった時の
処置室のバタつきがたまらなく不安でし
た。私も若くないのだなと実感しましが、
大きな病気でなかったのは不幸中の幸いで
す。健康には気をつけなくてはいけません
ね。 
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　　　今月活動予定
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7月 
3日　東京保護観察所プログラム　アディクションフォーラム実行委員会 

5日　再乱用防止教育事業県北 

6日　法務省合同研究所講義　栃木県立鹿沼高等学校講演 

7日　喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

8日　家族教室　再乱用防止教育事業県央 

11日　宇都宮保護観察所プログラム　 

　　　栃木県立特別支援学校宇都宮青葉高等学園講演 

12日　喜連川少年院プログラム 

13日　県北家族の集い 

14日　喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

18日　再乱用防止教育事業県南 

20日　再乱用防止教育事業県庁 

21日　喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

25日　宇都宮保護観察所プログラム 

27日　宇都宮保護観察所プログラム 

28日　喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 
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栃木DARCの事業 
栃木DARCの事業の多く
は、委託または助成を受け
た形が多く、一般社会に向
けての特定非営利事業と施
設事業を行なっています。 
特定非営利事業は、一次予
防としての乱用防止、二次
予防の再乱用防止を多く含
み、施設事業は、三次予防
以降となる依存症からの回
復のための場所とプログラ
ムの提供を行なっていま
す。依存症本人が誰かに薬
物を勧めることで薬物問題
が広がるリスクを考える
と、これも乱用防止の一環
であると言えるでしょう。

「近況報告」 
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 3sc施設長　  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大吉努 
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　梅雨の晴れ間に猛烈な雨が降ったかと思
えば、梅雨らしい天気が続いたりと体調管
理の難しい時期ですが、皆様におかれまし
てはいかがお過ごしでしょうか。3scでは、
事業所の中庭で夏野菜の栽培を始めまし
た。トマト、きゅうり、ピーマンの3種類を
育てているのですが、育ててみると毎日気
になるものです。経験のあるメンバーに教え
てもらい、インターネットで情報収集し、試
行錯誤しながら日々プランターを眺めていま
す。7～8月には夕食に並べられたらと思っ
ているところです。 
　さて、3scは現在14名でプログラム活動を
行っており、昨年度末から修了者を毎月送
り出しているところです。7月頃には、それ
らの流れもひと段落する予定です。3scは栃
木DARC内における役割として、社会復帰を
サポートする部署であることから、これま
で就労支援やその連携先の開拓などに注力
してきました。しかし、最近のメンバーの社
会復帰に関わっていると、就労先よりも
「住居の確保」が課題となることが多々あ
りました。結論を先に言ってしまえば、課
題については他職員からの提案、連携先を
開拓できたこと、これらの対応で一定の解
消を図ることができました。ダルクにおける
課題の解消は、後から続くメンバーの社会
復帰をスムーズにすることにつながります。
今回の経験を今後に活かしていきたいところ
です。 

ところで、住居の確保がスムーズに運ば
なくなる要因として、普段関わりのない
方々の依存症に対するイメージが挙げられ
ます。誤った認識というよりは、個人より依
存症のネガティブイメージに焦点を当ててし
まうことと理解しています。今回関わる中で
は、プログラムを終えた個人は、生活の乱
れやストレスコントロールに関する対処法を
獲得していること、困った時には自ら助け
を求めることができること、という個人の

強みを知ってもらうことを意識しました。関
わって得た実感としては、個人の強みや個性
とエンパワメントしてもらうことが、依存症
に対する新しいイメージを持ってもらう良い
きっかけになるということでした。今回の
出来事を俯瞰すると、理解を増やす地域づ
くりの一環と捉えることもできます。今後も
課題が生じる時は、「知ってもらうチャン
ス」と捉え、できる限りのサポートができ
るよう、ダルクとしても個人としても精進し
ていきたいと思います。 
私事としても、最近「スティグマ」につ

いて考える機会がありました。スティグマと
は、負の烙印という意味で、その烙印があ
る特定の人や集団の不利益、不当な扱いに
つながることを指します。考察を重ねて得た
知見としては、関心がないことで生じるス
ティグマを変化させる難しさでした。関心が
ないことに関する情報は、積極的にアップ
デートされないため、それが変化を試みた
際の弊害となります。スティグマには、個人
の経験や知識が影響するため、存在は仕方
ないと個人的に思っています。しかし、「自
分たちだからできること」は何か？常にそ
のような視点を持ち、今後も個人の回復が
地域への貢献となることを知ってもらう取り
組みを続けていきたいと思います。 
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 皆さん、こんにちは。依存症のヤマちゃ
んです。ニュースレターを書くのは、今回
で４回目です。私は施設に戻ってきて、１
年３カ月経って、合わせて４年が経って、
ふと考えると自分は未だに、変わってない
と思っているが、先行く仲間に変わったね
と言われるようになり、この施設に居る意
味があるのかなーと思っています。今回、
施設生活を振り返ってみて、これから覚醒
剤をやらないで行けるかなーと思っていま
す。今、施設ではやりたいと思ってもやれ
ない状況で、仲間がいる事で歯止めになっ
ています。自分は今、５０歳を迎えて仕事
もやりたいと思っていますが、なかなか糞
切りが付かず、その先に行けない自分がい
ます。自分がやりたいことは、トラックの
運転手をやってきてので、その仕事に戻り
たいと思っているけど、その仕事に戻って
しまうとまた覚醒剤をやり始まるのではな
いかと心配です。先行く仲間に今までやっ
てきた仕事ではなく、新しい仕事を考え
て、それをやってみた方がいいんじゃない
かと言われたことが頭に残っています。そ
れは介護サービスの仕事です。えーと、そ
れはおじさんが寝たきりになったときに、
自分が世話をしていて、病院に連れて行っ
たり、温泉リハビリ施設に連れて行った
り、介護のまねごとをしていて、苦になら
なかったことから考えるようになり、だん
だんその気持ちが強くなってきました。今
回、職員の方にも自分はそういう仕事が
合っているんじゃないかと勧められまし
た。自分でも、そう努力しようかなーと考
えるようになりました。前回、那珂川の施
設にいる時は、農作業を毎日やってきまし
たが、今の施設はテキストを使ったプログ
ラムなので、自分は今まで体を動かすこと
は苦にならなくやってきたのですが、セカ
ンドステージセンターのプログラムは１年

３カ月を過ぎても、慣れない自分がいま
す。自分は今、スタッフをやらせてもらっ
ていて、出来る範囲の事を先行く仲間に教
わりながらなんとかやっている次第です。
これから外に出たら、家族の事を養って、
一番したい事は、親父も７６歳を過ぎたの
で、親父のおじさんの墓参りに連れて行き
たいと思っています。えー・・・、なぜか
と言うと、おじさんが東北の墓に入ってい
るので、親父ひとりでは行けないので、今
回ダルクに繋がる前に親父に連れて行って
ほしいんだと言われたことが頭に残ってい
るからです。今まで自分がやってきたこと
は、お袋の葬儀にも出ない、婆ちゃん、爺
ちゃんの葬儀にも出ない、親不孝をしてき
た有様です。これからは、家族・親戚・世
話になった人達に恩返しができる様に考え
ています。こういう風に考えることが出来
たるようになったのもこの施設に繋がった
からだと考えています。この先の未来は、
介護職員初任者研修の資格を取得し、覚醒
剤をやらない生き方を選んで、欲求が入る
としても、ＮＡのミーティングに参加しな
がら、前向きに生きていく事を誓います。
えーと、先日、オープンスピーカ―の最初
の舞台で、緊張していた時に仲間に「頑張
れー。」と応援され、余計緊張して、何も
言えなかった自分がとてもうれしくもあ
り、舞台に出してもらえたことが、今思え
ば、誇りに思っています。なかなか自分は
口に出して他人に話すことが苦手な性分な
ので、そういうこと出来るようになりたい
と思います。中途半端になっちゃったので
すが、最後までお付き合いいただき有難う
ございました。それでは、皆さんの健康を
願っています。 

2nd StageCenter 
～回復～ 

2nd StageCenterは、 
回復の中心を担っていま
す。 
ある程度のクリーンを
持ったメンバーが、各々
のプログラムを深める時
期にあたるので、過去を
正しく振り返ること・メ
ンバー同士の関わり方な
どをグループワークに参
加しながら試行錯誤して
自身の回復につなげてい
ます。 
回復を確かなものにして
いくための重要な時期を
この施設で過ごしていま
す。 

 　「これからの自分」  
 依存症のヤマチャン
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3rd StageCenter 
～社会復帰～ 

3rd StageCenterは、社会復帰
間近の回復後期・社会復帰期を
担う施設です。1st StageCenter
で断薬を目的として規則正しい生
活や体力回復をし、2nd 
StageCenterで個々のプログラ
ムを含めて過去の整理や人間関
係の作り方を学んだメンバーが、
実際の社会に近い環境で社会性
の獲得と、健全な家族及び人間
関係を身につけてもらう事を目
的としたプログラムを組んでいま
す。本人の責任において生活する
ために起床、就寝などの時間も特
に設けず、職場に出勤するのと同
じようにプログラムの開始時間
も設定しています。主体性を強化
して社会復帰の準備を行う場所で
す。 

こんにちは、薬物依存(主に風邪薬)の
ETです。ニュースレターを書かせていた
だくのは今回で５回目?か６回目です。 
　いつも何を書いていいのか凄く迷うの
ですが、今回は過去のことを少しと現状
を書かせてもらいます。 
　まずは、過去の事ですが、自分が薬物
を使い始めたきっかけは、人が苦手なの
で外出するときなどに風邪薬をのんで感
覚をマヒさせて外に出かけるという方法
をいつしかとるようになっていました。
それに味をしめてしまったので、いつも
より行動範囲が広くなったり、態度が横
柄になったり今思うと恥ずかしさしかあ
りません。あとは、人の中でも特に異性
に対しての苦手意識(過去のトラウマなど
から)が強いので、女性と会う前や、風俗
に行く前に当然のように、大量の風邪薬
をのむ習慣がついてしまっていました。こ
ういう行動というか習慣はすごく良くない
というか、シラフの時にかえって苦手意識
が強くなっているという最悪の状態を招い
ていました。そして、それを打ち消すた
めにさらに多くの量の風邪薬をのむとい
う悪循環でした。それに加えて最低の考
えだったのは女性が苦手になったのはト
ラウマ以外に、母親の性教育が間違って
いたみたいなどうしようもない方向に
行っていました。(母親は自分も女性なの
に女性はダメなものみたいに教えたから、
自分は女性が苦手になったという変な考
え)。自分の苦手意識がある女性の原因を
一番大好きな母親のせいにするという責
任転嫁。どれもこれもが恥ずかしすぎる生
き方をしてしまいました。生き方の12ス
テップのステップ１の認めるとか受け入
れるという作業をしないばかりか、他人
に原因を探ってみたり、根本となっている

モノから逃げるという作業ばかりしている
という・・・。 
　そこで、今現在の自分がどういう作業
をやっているかというと、自分の昔から
の長所は何だろうと考えた時に、誰に対し
ても誠実に向き合うのと地道にコツコツ
やる。この2つが今までも、今も、未来も
やっていける作業かなと思いました。 
　今は、就労継続支援A型作業所のフ
レェールカンパニーというところで就労し
ています。作業所の仕事は、せんべいの袋
詰め、パソコン作業、胡蝶蘭をはじめと
する花弁類生産の補助作業などがありま
す。自分はその中で、マロニエ洋らんパー
クで花あてという作業を主にやらせても
らっています。いろんな工程を経て上がっ
てきた胡蝶蘭の向きをスポンジをあてる
ことによってできるだけ前を向かせるとい
う作業です。なかなか難しいのでやりがい
があって楽しいです。作業所でもいろんな
人達がいます。健常者の人達、障がいが自
分よりも重そうな人達、作業所のスタッ
フの人達、などなど。それぞれの人達と
も、自分の長所の一つである誠実に向き
合うというのを心がけています。もちろん
どんな内容の仕事を与えられても、どれに
対しても誠実に向き合うということをして
います。 
　自分が言える立場でもないですが、世
の中みんなで支えあってお互い助けあって
成りたっていると思うので、みんなとはい
かないかもしれないですが、人と向き合
うときは、できるだけ優しい気持ちで接
したり、優しい言葉づかいをこころがけ
たいです。以上。 

　　「無題」   

依存症のET 
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Community Farm 
～農業～ 

栃木ダルクに通うメンバーの中に
は通常のプログラムが適さない方
も少なくありません。CF (コミュ
ニティーファーム)では、薬物依存
症以外にも社会復帰を目指した際
に問題（高齢である・重複障害が
ある）を抱えたメンバーがゆっく
りと自分なりの回復を深めて、そ
れぞれの社会復帰の形を探っても
らうための場所です。他の男性施
設とは違い、テキストを使ったプ
ログラムも少なく、ステージ毎に
居場所を変える事もありません。 
農作業やボランティアなどを活動
の中心にしています。金銭管理や
処方薬の管理、家族の再構築など
基本的な部分に時間をかけて丁寧
に社会復帰の準備を行なっていま
す。 

     「ネット依存に気づくまで」 
  
        　　　　　　　　　　　　　　 依存症のリュウ 

 初めましてネット依存のリュウです。自
分は、今年の３月８日に栃木県西にあるグ
ループホームから栃木ダルクに来ました。
自分がネットを初めて使ったのが中学２年
の頃です。その時はまだ自分は３DSしか
持ってなくて、スマホを持たせてもらえて
無かったけどその時からオンラインでネッ
トの人とVoiceやチャットで話すことが楽
しくてハマっていました。その時は３DS
しか持ってなかったので３DSのソフトで
ポケットモンスターアルファサファイアと
言うソフトがあって、そのソフトはネット
が繋がっていれば、そのソフトをやってい
る色々な人とVoiceやチャットで話せたの
で、その頃は既に異性に興味を持っていた
ので女性ばかりと話していました。自分の
家はポケットWi－Fiしか持って無かった
ので親が仕事に行く時とか、偶にWi－Fi
を置いていってくれるけど、でも仕事場に
持っていく日もあるのでもちろん親が
Wi－Fiを持ってったら自分はその時は
ネットが出来ないので、ネットが出来ない
イライラと異性と話したいのに話せないイ
ライラで親に暴力を振るう最低な人間でし
た。ネットが使えないストレスで、親に当
たってしまう日々が続いてしまいその結
果、中学２年の秋に埼玉県西にある保護所
に預かりになりました。保護所は楽しかっ
たけど、もう来ないと決めていたのにまた
ネットの件でイライラして親に暴力や暴言
を吐いたりしていました。因みに一回目の
保護所は四ヶ月で出て、二回目の保護所は
半年居ました。そしてネットが使えないス
トレスで親に当たる日々が続いて、親も耐
えきれなくなったのか高校一年の時に埼玉
県内にある養護施設に入ることになりまし
た。そこの施設は自分の生活費を貯めてス

マホを買って持つこともOKでした。その
施設でも障害事件を起こして、高校三年の
冬に保護所に行くことになりました。その
保護所を出て、埼玉県内にあるグループ
ホームに入りました。その時はまだ卒業し
て無かったので、グループホームから自分
の高校が大宮の北の方だったので、自転車
で一時間位かけて通いました。そこのグ
ループホームに入って二日後位に親にスマ
ホを買って貰い、スマホを契約してもらい
ました。今までスマホを契約したことがな
かったのでWi－FiだけでやっていてWi－
Fiが無い所では何も出来なかったので、初
めての自分のスマホに凄く嬉しくてスマホ
を学校に持っていって、友達とLINEを交
換したりしていました。その友達が自分に
ミラティブと言う配信アプリを一緒にやろ
うよって誘ってきて、そこから配信アプリ
にハマりネットにハマりました。何とか高
校を卒業して仕事をし、でもやっぱりミラ
ティブの配信が楽しくて仕事も行かなく
なってクビになりました。そしてミラティ
ブで知り合った人と親しくなりすぎて喧嘩
になり傷害罪で捕まり、１９で少年院に行
く事になりました。そして少年院を２０歳
で出ました。彼女が出来てネットの回数は
減りましたが、徐々にネットにハマってし
まいました。少年院を出た後は栃木県にあ
るグループホームに入る事になりました。
色々ありましたが、今はCFで二度目の人
生だと思って頑張っています。結局ダルク
に来てからネット依存に気付きました。 
ご精読有難うございました。 
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施設報告 
1st(導入）11名　2sc(回復）8名　3sc(社会復帰）14
名　CF(農業）8名　PP(女性）13名計54名で活動してお
ります。 
各々の施設でステージ毎のプログラムを実施しております。 

1sc 
•該当者なし 
2sc 
•シュン　メンバー～サポートへ 
3sc 
•該当者なし 
CF 
•マッチャン　メンバー～サポートへ 
•マックス　Stage１～Stage２へ 
PP 
・該当者なし 

6月にステップアップした仲間3 Stage System 
の概要 

AAや NAなどの自助グルー
プの12ステップを基に、意
味を抽出したものを３段階に
わけ、Stage１～３を最短１
２ヶ月で行います。 
Stage１ 
①認める②信じる③まかせる
ことを通じて、自分のアディ
クションの問題を認め、助け
てくれる存在を信じ、回復プ
ログラムに自分の回復を任せ
るという導入の部分を行いま
す。 
Stage２ 
①過去の整理②本質を探る 
③欠点を取り除く④手放す 
⑤準備する　これまでの問
題の分析をし、自分の問題
の本質を探り、アディクショ
ンに繋がる部分を取り除
き、自らの問題を手放し、
社会の有用な一員となる準
備をしてもらいます。 
Stage３ 
①行動の変化②実行し続ける 
③配慮④継続として、これま
で行ってきたStage１、２の
プログラムを踏まえ、どのよ
うに行動を変化させていく
か、それを実行し続けるには
どうしたら良いか、また他者
とのコミニュケーションはど
のようにするか、これまで
行ってきたことを社会の中で
実践し続けていくには何が重
要かを見出していきます。 

6月の献金・献品

7

（献金）那須トラピスト修道院様　他匿名者3名　 
（献品）匿名者5名 
　とても助かっております。栃木ダルク一同感謝しています。 

献品のお願い 
・日用品、家電一式、原付バイク、自転車、その他自立して使用できるもの　　　 
　があればよろしくお願いします。 
・1st StageCenterからソフトボール用品、スノーボード用品あれば 
　よろしくお願いします。 
・CFから農機具関係（草刈機、農作業用品、トラクター）等あればよ 
　ろしくお願いします。 
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Peaceful Place 
～女性～ 

PP(ピースフル・プレイ
ス）は女性専用の施設で
す。ファースト・セカン
ド・サードの全過程を同
じ場所で過ごしながら、
それぞれの回復を進めて
いきます。女性依存症者
の多くは、それまで生き
てきた背景に様々な問題
を抱えています。生きる
ための道具だったアディ
クションを手放していく
とき、経験を共有し合え
る仲間が小さな安心感を
積み重ねてくれます。そ
の安心感が私たちを自己
否定ではなく自己受容と
いう形に変えてくれるの
です。安全を感じながら
回復を進めていくことが
できる場所とプログラム
を提供すると共に、自分
を大切にする生き方を身
につけてくれるように願
いながらサポートを続け
ていきます。 

「本心」 

                                                                            依存症のルッちゃん

  こんにちは。 
 みなさん、はじめまして。令和5年5月17
日に入寮しました！！覚醒剤をこよなく愛
す愛好家で、自分ではまだ依存症と思って
いない、るっちゃんです。まずは簡単に自
己紹介をしたいと思います。生まれも育ち
も東京で、現在33才です。4人兄弟の上か
ら2番目で、唯一の女の子という環境で、
とても甘やかされたうえに父親が過保護
だったため、自己中心そしてワガママで、
我が道をゆくスタイルを貫く人間へと成長
してしまいました。堅物な父親からは想像
がつかない、ヤバい幼少期を過ごして大人
になりました。よく考えてみると、幼少期
の頃から大人になった今でも問題の種は尽
きないものですね。自分のゲスな武勇伝が
始まったのは、ひとり歩きが上手にできる
ようになった1才半のときからだと父親か
ら聞かされました。 
 1才半…万引きを覚える（スーパーの中で
未会計のお菓子を食べ始める） 
 3才…ライターで火遊びを覚える（年子の
兄と一緒になってライターに火をつけて遊
んでいた） 
 8才…タバコを覚える（公園に落ちている
タバコに火をつけて、タバコを吸うマネを
していた） 
 11才…夜遊びを覚える 
 12才…置き引きをして人生初の逮捕
（3ヶ 月の鑑別所生活） 
 13才…ガスパン遊びを覚える 
 14才…大麻を覚える（とうとう違法薬物
に手を出してしまう） 
 16才…覚醒剤を覚える 
  
 では、本題のキーワードが出たので余談
はこれくらいにしといて、覚醒剤との出会
いについて書いていこうと思います。当時

付き合っていた年上の彼氏とホテルに行っ
たとき、彼氏がトイレで腕に注射をしてい
るところを見てしまい、るっちゃんもやっ
てみる？って誘われ、やりたいって即答す
ると、この先の出来事はわざわざ書かなく
てもみなさんの想像どおりの展開になりま
した。月日が流れ立派なポン中へと成長し
ていき、令和元年に覚醒剤で2回逮捕さ
れ、刑務所に収容されていたのですが、令
和4年1月20日に出所して出所後わずか1ヶ
月でスリップしてしまい、せっかく刑務所
で断薬できたと自分では思っていたのに、
社会に出た時に入る強い欲求には耐えられ
なかったです。 
 刑務所にいる間は欲求がないので、その
反動で社会にいる時に入る強い欲求はとて
も怖い！！出所してから２年間の保護観察
がついたので、月2回の保護司との面会と
月1回の観察所での薬物検査があります
が、観察所が終わるとその日に覚醒剤を使
用していたので、保護観察がついたからっ
て薬をやめるキッカケにはならなかった。  
 今でも本心は、覚醒剤を使いたい。ダル
クを抜け出して地元に帰りたい。自分はダ
ルクにいる人達とは違って、依存症ではな
い。ただ社会に居場所がないからダルクに
いるだけだと思っています。 
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1st StageCenter 
～導入～ 

1st StageCenterでは、
回復初期に、生活習慣の
改善と健康的な肉体を取
り戻す事に主眼をおき、
規則正しい生活を目的と
しています。グループ
ワークや学習型のプログ
ラムは少なくして、その
分、作業やスポーツなど
の体験型のものを多く取
り入れて、使わない生活
に楽しみが感じられるこ
とに重きを置いていま
す。依存症者は充実感、
安定感、所属感を取り戻
す必要があり、この三つ
をできるだけ効率よく感
じられるようにプログラ
ムは組まれています。 

 僕は今“栃木ダルク”ファーストステージセン
ターにお世話になり3ヶ月となっています。そ
の前は、喜連川社会促進センターに収監されて
いて、罪名は、覚醒剤取締り法違犯と大麻取締
り法違犯でした。この収監中に受けた一生分の
屈辱感を味わったのでもう二度はないと考え
て、警察署の留置所から、新宿のダルクを初
め、東日本での各地のダルク数カ所に手紙をだ
して3週間後に3団体もダルクから返事が届いた
時には、とても心強く救われる気持ちになった
事を僕の脳裏に鮮明に蘇る、何故なら当時を振
り返ると、恥ずかしながら普通一般的に妻と子
供3人と同居し、かつて憧れだった329坪の土
地を購入し、中古家ながら快適にフルリフォー
ムを趣味として住めるようにして15年平和な生
活を自分自身ですべてシャブで壊すことになっ
た。と同様、自分で経営する法人会社も全て
「ぶっ壊した」後に捕まったからだ！この時、
自暴自棄になり、狭い檻に入り慣れていなかっ
た為と自分の心の弱さからなのか拘禁効果また
は拘禁症というのだろうかこの症状に陥ってい
たので、訳が解らない呼吸不全に加え食欲不振
になって1ヶ月になっていた頃に各ダルクから
の便りがとどいたのだった。その内容を一部紹
介してみようと思います。前略　お手紙拝見い
しました。〇〇さんの状況についても書かれて
いて、何か、私達にも力になれるかと思い早速
筆を執りました。（中略）ダルクへは、ほとん
どの皆の仲間が全てを失ってからたどり着きま
す。皆〇〇さんと同じ様な経験をしてきまし
た。もし良しければ一緒に薬を止め続ける生活
を送りましょう。その時が来るのを楽しみにし
ています。その内容でしたが、前述の通り当時
の僕はとても心が疲弊していてズタズタだった
ところにこの手紙の返信内容こそとても短い内
容だったが、とても心強く心が温まる思いがし
た。それと同時に一緒に涙がこぼれてきたのを
今でも覚えている。何かと情報が全く無くひた
すら座っているか、寝るかのどちらかのどちら
かだったのでとてもうれしくて童心に返るかの

ように手紙に穴が空くほど繰り返し何度も何度
も読み返したことを現在でも昨日のことのよう
に思い出されます。 
 その当時は、直筆の手紙などは小学校以来も
らったことなどなかった意外性と同時に直筆に
よる心の温もりを心底味わったようにも思え
た。僕は、まだまだハイヤーパワーを感じたこ
ともなくとても心底から信じることはできずに
ここに居るが、人の思いやりや手紙への念とも
言っても過言では無いが一生懸命さは、ひとい
ちばい空気が読めない僕のような者でも今だ顔
の見ぬ人気持ちや「念」と言っては良いだろう
パワーを受けた気がしました。それと逆に誰も
が味わった経験だと思いますが自分で手上を書
きそれを読み返し自分自身が納得できる精度に
までにするにはとても大変だったからです。何
故だか解らないが当時デジタル機器でのメール
やワードでの文章などは作成していたのだが
ワードの自動検索機能などがあるし当然漢字な
どにも容易に出てくるので事欠かないのだ、僕
が思うところ、この自動検索機能などはで反対
にデジタル機器に操られているように感じてな
らない、早く言えばデジタル機器の速さについ
ていけずに自分がこのワードの海に溺れていて
自分の心で書いていないのに気が付いたのを思
い出しました。 
 僕はこの入所を期にこのワードということを
テーマに他者の話を真剣に聞く傾聴力をなるべ
く身につけ自分話として他者へ語り自分の文章
として書こうと考えています。 
  

  

  
  
  

　　　「便り」 
                                             依存症のレイ 
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プログラム紹介

編集後記 
　皆様こんにちは。 
　梅雨に入りはっきりしない天気が続いてます
がいかがお過ごしでしょうか。 
　毎日湿度が高くジメジメしたこの時期は気分
的にも落ち込みそうになりますが気持ちだけで
もカラッと元気に行きたいと思います。 
　それではまた来月まで皆様のお身体の健康を
お祈りしています。 

編集秋葉

ドック・セラピー 
宇都宮市内に拠点を置く東日本盲導犬協会に毎
週出かけて行き、仕事の一部を手伝わせても
らっています。具体的には盲導犬の散歩とグ
ルーミング、シャンプーなど、大人し犬たちと
のふれあいで生まれる癒し効果と、金銭の授受
がなくても気分が良くなるという経験、また、
盲導犬協会職員の方達の犬に対する無償の愛情
を感じ、これまで薬物使用によって養われてき
た「薬物を得る為に金銭を手に入れる」などの
即物主義から解放されるという点でも効果を発
揮します。 

セルフケア 
自己管理をする事です（自由時間）。他者から
の援助をできるだけ得ず、与えられた自由な時
間を自律的に考えて使う心身のケアをする時間
となります。計画して仲間と食事をとったり、
仲間と何かをしたり、身の回りの整理などをし
たりと金銭に至る全てを自分で管理してもらう
余暇時間です。 
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